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研究成果の概要（和文）：本研究は企業間の技術の競争関係と市場の競争関係に着目し，国際貿易や海外直接投
資及びイノベーション活動とそのグローバル展開を主な考察対象として，企業の国際的生産・供給活動のダイナ
ミックスを理論と実証の両面から分析することを目的とする．次のトピックスに関して実証的・理論的分析を行
なった：（1）技術と財市場の競争関係とイノベーションの分析；（2）所有形態によるイノベーションと国際化
戦略の相違の分析；（3）ナイト流不確実性下の企業の国際的生産活動の分析；（4）地域貿易協定が企業間競争
関係とイノベーションに与える影響の分析；（5）企業の国際的生産・供給活動のダイナミックスの分析

研究成果の概要（英文）：We pay attention to the relationship of both technology and market 
competition among firms, and then to focus on international trade, foreign direct investment, and 
international activities of firms and their global developments as main subjects of investigation. 
The purpose of our research is to consider the dynamics of foreign production and supply activities 
of firms. We had analyzed the following topics from empirical and theoretical aspects: (1) Analysis 
of a competitive relationship between technology and good markets; (2) analysis of a relationship 
between a form of firm ownership and its innovation and globalization strategies; (3) analysis of 
global production activities of firms under Knightian uncertainty; (4) analysis of impacts of 
regional trade agreements on a competitive relationship among firms and innovation; and (5) analysis
 of dynamics of international production and supply activities of firms.

研究分野： 産業組織論

キーワード： イノベーション　地域貿易協定　技術的競争関係　ナイト流不確実性　R&D　スピルオーバー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の実施によって国際的に高く評価される学術的意義のある貢献を行なった．学術的貢献は大きく分けて3
点ある．1つ目は，高いインパクト・ファクターを有する国際的学術専門誌に複数の論文が掲載された．2つ目
は，国際的に評価される同専門誌に研究論文が数多く掲載された．加えて発表された論文の中で，1つの論文が
「TOP DOWNLOADED PAPER  2018-2019」に選ばれたことである．3つ目は，本研究の分担者の１人が，優れた国際
経済学の研究者に贈られる日本国際経済学会小島清賞研究奨励賞を2019年に受賞したことである．研究業績面で
本研究の研究成果がその受賞に貢献した．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
国際貿易論の分野では，Bernard & Jensen (1995, 1999)を始めとする企業レベルのミクロデー
タを用いた数多くの実証研究と，Melitz (2003)や Helpman, Melitz, & Yeaple (2004)以降に展
開されてきた「異質な企業モデル」による多く理論研究の結果，企業の多様な国際化戦略と，
その結果としての二国間貿易及び海外直接投資 (FDI) の構造に関するミクロレベルでの解明
が急速に進んだ．そこで，研究が必要とされる課題として以下の２つを挙げることができる． 
 
（１） イノベーションと企業間競争に関する研究 

研究開発 (R&D) や企業間・国際間の技術スピルオーバーが産業の国際競争力に与える影響
は大きい．最近の研究では，貿易自由化や輸出市場への参入が企業のR&Dのインセンティブに
与える影響 (Atkeson & Berstein, 2010; Bustos, 2011) 及び輸入との競争関係(Liu & Rosell, 
2013) や企業自身の国際展開 (Bakhtiari et al., 2014)がイノベーションのタイプ（基礎・応用
研究）選択に与える影響等が着目されている．他方，国有企業に対する規律がTPP（環太平洋
パートナーシップ協定）に組み込まれたように，国有企業と民間企業との競争, 国有企業改革
の効果等への関心が高まっている．この領域では，混合寡占におけるR&D や技術スピルオー
バーに関する研究（Haruna & Goel, 2015）に加えて，中国企業やベトナム企業のデータ分析等
を通じて国有企業の市場歪曲性や貿易自由化が企業間競争に与える影響に関する研究
（Khandelwal et al., 2013）等が活発に行われているが，未解明の領域に対する一層の研究が求
められている． 
（２）企業の国際的生産・供給活動のダイナミックスに関する研究                      

多国籍企業（MNEs）は複数国に生産拠点を構えたり，独立した企業が貿易を通じた取引関
係を築いたりすることで複雑な国際的な生産ネットワーク（またはグローバル・バリュー・チ
ェーン(GVC)）を構築する．企業内貿易の果たす役割 (Irarrazabal et al., 2013) や，本社と海
外現地法人間の技術移転費用や産業の知識集約度による技術移転費用の違い(Keller & Yeaple, 
2013) ，あるいは所有権，不完備契約等の影響 (Antras & Chor, 2013) 等の様々な要素に着目
した分析が近年盛んに行われてきている．また，親会社と子会社の間のR&D と生産の分担が
どのような要因によって決まるのか(Arkolakis et al., 2013)といった点に関する分析も行われて
きている．しかし，地域貿易協定（RTA）締結を始めとする貿易・投資政策が企業内貿易や本
社・子会社間の技術移転等を通じて国際的生産・供給活動に与える影響についてはまだ余り分
析が行われていない．他方，意思決定理論では従来のリスクの概念よりも幅広い概念であるナ
イト流不確実性を考慮することの重要性が研究者の間で広く認識されるようになって来てい
る．ただ，ナイト流不確実性が輸出とFDI の選択や企業の国際的生産活動に与える影響に関す
るいくつかの研究 (Asano, 2010; Ramondo et al., 2013) はあるものの，未だ十分なそれらの影
響の解明に至っていない．更に，企業特性と市場への参入に関する研究は数多く存在するが，
退出に関する研究は最近始まったばかりである (Engel et al., 2013; Hayakawa & Matsuura, 
2013; Impullitti et al., 2013)．従って，企業の国際的生産・供給活動のダイナミックスに関して
今後一層の解明が求められる． 
 
２．研究の目的 
前述のような学術的背景を踏まえて，本研究では，「イノベーション」，「企業間競争」，
「国際的生産・供給活動」という相互に強く関係し合う企業活動にとって重要な要素を「所有
形態」，「不確実性」，「政策」という３つの切り口により，5つのテーマに分けて分析を行
う． 
（１）技術及び財市場の競争関係とイノベーションに関する分析 

技術の競争関係と財市場での競争関係を区別して計測することにより，本応募研究代表者ら
がこれまでに行ってきた貿易・FDI と技術スピルオーバーに関する研究を更に発展させ，貿易
及びFDI と企業のR&Dに関するより詳細な実証的な解明を行う． 
（２）所有形態によるイノベーション及び国際化戦略の相違に関する分析 

R&D とこれから発生する技術スピルオーバーについて民間企業（私企業）と国有企業（公
企業）との違いを（国際）混合寡占市場のモデルによって多面的に分析するとともに，理論分
析から得られた結果について，国有企業データによる実証分析を行う． 
（３）ナイト流不確実性下での企業の国際的生産活動に関する分析 

輸出かFDI か，子会社による生産かアウトソーシングかといった国際的生産・供給モードの
選択では，コストや需要，規制・政策等の様々な要素に各種の不確実性が必ず内在する．如何
なるタイプの不確実性がどのような影響を国際的生産・供給モードの選択に与えるかに関する
先行研究 (Alvarez & Stenbacka, 2007) は部分的な解明に留まる．そこで，その解明をより一
層進展させるとともに，実証分析によって理論的予測の妥当性を検証する． 
（４）RTA が企業間競争関係とイノベーションに与える影響に関する分析 

国際的生産ネットワークを構築する多国籍企業の活動に本国とホスト国間あるいはホスト国
間のRTA の締結状況やRTAの条項は大きな影響を与える．そこで， RTA の締結状況・条項
が日本の多国籍企業の海外進出や研究開発のグローバル展開に与える影響を実証的に解明す
る．特に，多国籍企業の生産・研究開発ネットワーク構築に関する分析をRTA という新たな



視点から行う． 
（５）企業の国際的生産・供給活動のダイナミックスに関する分析 

FDI を通じた海外市場への参入が自国に近い国から順に行われることを示した Egger et al. 
(2014) の研究，海外市場からの撤退要因を分析した最近の研究 (Engel et al., 2013; Hayakawa 
&Matsuura, 2013) 等の成果を踏まえ，参入・退出に関する理論分析を行うとともに，日本企業
の海外進出に関するデータを用いて，参入・退出のパターンや複数の現地法人間の統廃合，企業
の国際的生産・供給活動のダイナミックスへの企業やホスト国の特性の影響を実証的に分析す
る． 
 
３．研究の方法 
テーマに関して研究代表者と分担者が協力して理論研究と実証研究の両面から分析を行い，そ
の成果を共同論文としてまとめることに重点を置いた．理論研究では最新の研究を踏まえて理
論モデルを構築し，定性的分析によって理論的成果を導いた．他方，実証研究では二国間貿易デ
ータ(BACI Dataset) や日・米・欧の特許及び特許引用データ（USPTO, EPO Datasets, Worldwide 
Patent Statistical Database (PATSTAT)），更に日本企業の外国直接投資（FDI）に関する調査の
個票データ(企業活動基本調査，海外事業活動基本調査), WTO Databases, NEEDS 企業金融レ
ポート等を用いて，貿易・FDI と技術スピルオーバー及び FDI と Tobin’s q との関係について
多面的で詳細な分析を行った．他に，本研究の代表者と分担者は本研究のテーマに関して国内ま
たは海外の他の研究者と共同研究を行い，研究成果を導いた． 

研究成果をまずは国内外のコンファレンス等で報告して客観的な検証に努め，同じ分野の研
究者に助言を求めた上で再検討と論文の改訂作業を繰り返し，国際的に評価される水準に成果
を高めた上で，論文を査読付の海外の専門誌に投稿して公表することに務めた． 
 
４．研究成果 
前述のような学術的背景を踏まえて，本研究では，「イノベーション」，「企業間競争」，「国際的
生産・供給活動」という相互に強く関係し合う企業活動にとって重要な要素を「所有形態」，「不
確実性」，「政策」という３つの切り口に基づく視点から取り上げた 5 つのテーマに関する研究結
果を集約すると以下のようになる． 
 
（１）技術及び財市場の競争関係とイノベーションに関する分析 
① FDI の類型と，多国籍企業と投資受入国の国内企業との間の技術スピルオーバーとの関係に
ついて分析した．FDI が技術スピルオーバーの主要な経路の 1 つであることは多くの先行研究
によって知られているが，垂直的 FDI や水平的 FDI といった FDI の類型によって，技術スピ
ルオーバーの程度に違いがあるか否かを明らかにした研究はない．本研究では日本の多国籍企
業の海外進出に関するデータと特許引用データを用いて実証分析を行った．FDI の分類では，
海外現地法人の国内及び日本，第三国との取引関係（調達及び販売）に基づく指標化を行った．
分析の結果，投資受入国が先進国である場合は，FDI が垂直型であると，多国籍企業と現地企業
との間で技術スピルオーバーが促進される傾向があることが明らかになった．実証分析から得
られた結果を説明するために，理論モデルを構築し，実証分析の結果が理論的に説明できること
を示した．更に，技術の競争関係と財市場の競争関係を区別しながら，貿易・FDI と技術スピ
ルオーバーとの関係を分析する研究に取り組み，分析手法について検討を行った． 
② 企業の生産活動のオフショアリングに関する選択と，その企業のトービンの q との関係に着
目した分析を行った．企業が生産活動をオフショアリングするモードとして，海外アウトソーシ
ング（FO）と FDI から選択する．生産工程が複数の段階で構成されており，各段階の生産工程
について，FO と FDI のいずれかを選択することからオフショア活動における FO のシェアを
求めることができる．そこで，日本企業のミクロデータを用いてトービンの q と企業のオフシ
ョアリング・モードの選択との関係を分析した．そして Chen, Horstmann, and Markusen 
(2012) が導いた理論的結果［トービンの q は企業のオフショア活動における FO のシェアと負
の関係にある］が実証的にも成立することを証明した．この研究結果は The North American 
Journal of Economics and Finance 誌に発表された． 
 
（２）所有形態によるイノベーション及び国際化戦略の相違に関する分析 
現在の大きな社会経済問題である環境と生産活動に焦点を当て，排出量削減のための企業のイ
ノベーションに分析を集中させた．分析モデルとして先行研究で多く用いられた純粋寡占モデ
ルではなく，私企業と公企業からなる混合寡占モデルを取り上げている．混合寡占にイノベーシ
ョン及びそのスピルオーバーを組み込むモデルを構築した．そして公害物質を排出する混合寡
占企業の排出削減のための研究開発（R&D）活動が産出量と排出量に与える影響について理論
分析を行い，得られた研究成果を Australian Economic Paper 誌に公表した．この論文は 2018
～2019 年に AEP 誌から出版された論文の中から TOP DOWNLOADED PAPER に選ばれた． 
 
（３）ナイト流不確実性下での企業の国際的生産活動に関する分析            
① コストや需要，規制・政策等の様々な要素に各種の不確実性が内在することを踏まえた上で，
如何なるタイプの不確実性がどのような影響を国際的生産・供給モードの選択に与えるかに分



析を集中して研究を進めた．ナイト流不確実性下でのリアルオプション分析の枠組みを用いて，
ナイト流不確実性が子会社生産かアウトソーシングかといった企業の国際的生産・供給モード
の選択にどのような影響を与えるかに関して理論分析を中心に研究を進めた。 
② 前年度から引き続き本テーマに取り組み，滑らかな曖昧性モデル（smooth ambiguity）にお
いて，曖昧性が意思決定者の最適投資行動に与える効果を分析した論文が Annals of Operations 
Research 誌に掲載された．本論文は，risky asset と ambiguous asset の二つの資産への投資選択
問題において，曖昧性の存在が ambiguous asset への投資を減少させる十分条件を導出した．更
に，本研究によって，国際分散投資の問題において重要なパズルである，ホームバイアス・パズ
ルを説明できることを示した．また，意思決定者の belief の updating に関する公理化論文が
Economic Theory 誌に掲載された．本論文は，動学的整合性（dynamic consistency)及び帰結主
義（consequentialism）を踏まえて，意思決定理論で重要な 3 つの updating rules を同じ方法論
で公理化する研究を進展させた．特に，ET 誌は高インパクト・ファクターを有し，経済学の分
野では世界的に高く評価されている． 
 
（４）地域貿易協定 (RTA) が企業間競争関係とイノベーションに与える影響に関する分析 
① RTA の締結状況が MNEs の生産ネットワーク構築や研究開発のグローバル展開に与える影
響を分析するために，まずは RTA 協定に含まれる条項の項目から地域統合の深化の程度を測定
し，それが協定加盟国間の技術スピルオーバーに与える影響の実証分析を行った．また，RTA が
自由貿易協定（FTA）である場合には原産地規則（ROO）が設定されるが，ROO の水準に応じ
て域外国企業が域内に生産拠点を設けるかどうかを選択し，それが域内国企業への技術スピル
オーバーの有無を左右するメカニズムに着目した理論分析を行った．その結果，FTA の締結前
に GATT/WTO を中心とした多国間の貿易自由化が進展するにつれて， ROO の最適水準が低
下するという興味深い理論的予測結果を得た．この研究成果は，Japan and the World Economy
誌に掲載された． 
② RTA の「深度」を考慮した分析を取り入れた研究を行った．この研究では RTA の締結国/地
域の中で，地域統合の深度が技術スピルオーバーに対して重要か否かを実証的に考察した．特許
引用データを用いた分析により地域統合の深度が技術スピルオーバーの程度に影響を与えるこ
とを示す結果を得た．更に，RTA に含まれる様々な条項の効果の違いを捉えるために，因子分
析に基づいて様々な条項を分類して技術スピルオーバーに対する影響を推定し，技術に関連す
る条項を含む RTA よりも，広い意味でのより深い地域統合に寄与する条項を多く含む RTA の
方が技術スピルオーバーにより強いインパクトを与えることを明らかにした．この研究成果は 
The World Economy 誌に発表された． 
③ 知識フローの指標として特許引用データ(USPTO)を利用して，企業間におけるグローバル社 
会ネットワークの知識フローへの効果を分析し，同じ構造クラスター内に属する企業同士は異 
なるクラスターに属する企業に比べて，より多くの特許引用を相互に行うことを実証的に明ら 
かにした．この結果は Journal of Technology Transfer に掲載された． 
④ RTA の「深度」が進展することで RTA 加盟国の企業間で共同研究が促進される効果に関し
て，理論と実証の両面から分析を行った．その結果，理論的には RTA による経済統合がより「深
く」なることで RTA 加盟国企業間で共同研究が促進されるか否かは条件に依存することが明ら
かになった．他方，実証分析からはより「深い」RTA ほど RTA 加盟国企業間での共同研究が促
進される傾向があることが示された．本テーマに関する暫定的な研究成果を国内外の学会やコ
ンファレンス，セミナー等で報告した． 
⑤ RTA の「深度」と RTA 加盟国間のライセンシングを通じた技術移転との関係について，理
論と実証の両面から分析を行った．まず，異質な企業が輸出とライセンシング，FDI の中から外
国市場に財を供給するモードを選択するモデルを構築し，貿易自由化や知財保護条項を含む
RTA 締結の効果について理論的に分析した．更に，理論的予測に対してグラビティ・モデルに
よる実証分析を行い，概ねその予測を支持する結果を得た．途中段階の成果を学会等で報告し，
分析の改善を重ねた． 
 
（５）企業の国際的生産・供給活動のダイナミックスに関する分析 
企業の国際的生産・供給活動のダイナミックスの詳細な分析を行うために，理論モデルの構築と
実証分析に必要となるデータ整備と分析手法の検討を行い，予備的分析を行った．理論分析につ
いては，FDI による海外市場への参入パターンや海外市場からの撤退要因に関する既存研究の
知見を踏まえて，企業の海外市場への参入・退出を分析するモデル構築を行った．また，企業の
国際的生産・供給活動を巡る環境に対して、近年特に重要となっているのが政策的不確実性 
(PU) の問題である．米国トランプ政権による貿易戦争や英国の EU 離脱（ブレグジット）など，
企業の国際的生産・供給活動に大きな影響を与える PU の高まりが見られる．本研究では，地
RTA や国際投資協定 (IIA) の締結が PU の低下を通じて海外直接投資や輸出，アウトソーシン
グ等に与える影響に着目した．PU が FDI，アウトソーシング等を通じて企業の国際的生産・供
給活動のダイナミックスに与える影響及び参入・退出のパターンや複数の現地法人間の統廃合
に与える影響について暫定的な分析結果を得た．分析データについては，日本企業の海外展開に
関するデータと世界各国の企業の生産・供給活動に関するデータの両面から整備を行った． 
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